






の中から、 不識庵節山著『誹諧之伝系』 （写本一巻） 、 広瀬百蘿著『蕉門誹諧大意
　





広瀬百蘿（享保十八 ？～享和三年？）の存在が注目される（大礒義雄『岡崎日記と研究』 （未刊国文資料刊行会、 昭和
50年
10月） 、 「高
見本 『岡崎日記』 『元禄式』 の出現と去来門人空阿 ・ 空阿門人百羅」 『連
歌俳諧研究』
87、 平成６年７月）参照） 。広瀬家の系譜は、 子の日々


















































社の俳人たちの動向について、知られることはほとんど無かったしかし、 近年 調査 結果、 手錢記念館 所蔵される『誹要辨』 『俳諧すがた見』の両書によって、元文四年の夏か 秋頃に、節山が大社に滞在して、地元の俳人たち 俳諧を教えていた が明らかになった（ 『手錢家資料を活用した江戸時代の出雲文化の発掘と再生事業』公益財団法人手錢記念館、平成
27年３月、および本誌三十五




之伝系」という名称で、系譜を示した後に、俳号の文字を詠み込んだ五言対聯と発句を添える形を取る。まさに、本書も、その特徴が淡々のものと一致す ことが興味深い。なお 系譜 添えられた発
句の「正すへし道の冠」とは、諺の「李下に冠を正さず」を踏まえた表現で、冠李の「李」を暗示するのだろう。〈書誌〉
書型……
 写本（節山自筆） 。一枚（もとは巻子本か） 。一八 ・八糎×九三 ・ 八糎（紙継ぎなし） 。
字高……


































































































者は、つまり『極秘誹諧初重伝』の著者と同一人物、すなわち百蘿であると推定できよう（なお、 『初重伝』の巻二 ・ 三 そして『二重伝』 『三重伝』の伝存は、現在のところ不明である） 。　
また、やはり本文中に見える「他門に対して、一言も論すへから





年歴を隔つる事、既に三十八年也」 （二丁裏）という記述である。というのは、 百蘿の生没年は、 これまでにも諸説 から （なお、享保十八年は元禄七年の 九 後だから、 「隔つる事、既に三十八年也」とは、文字通り「隔」てた 数を言ってい ことが分かる） 。以下、簡単に諸説を列挙してみよう。①
 享保十六年生、享和三年没、七十二歳説…『広瀬百蘿顕彰展記念誌』 。ただし、 この数字には矛盾があって、 生年が正しい享和二年没となる。
②







七十一才卒す」 とある。 ということは、 享保十八年の生まれである。
③












 砥粉色地花紋散らし 縦二五 ・ 九糎×横一八 ・ 一糎。
題簽……







































粤に蕉門の学友こゝろさしをひとつにして、ふたゝひ二見の文台をひらき、此道すきやうあらんことを庶幾せらるゝにまかせ、ことしきさ の中の二日、先師芭蕉翁の影前 香花をさゝけて、をの〳〵上達の冥助を仰く。千里の道も一歩よりはしまり、万仭の山も一塵よりなれるを、いまた一簣をなさすしてやむは 我やむなりといへり。道にし きて名なきものは」 （
一オ）庸夫に等しく、
法にすゝみて名あるものは古賢にはちす。され 、後葉に名を残すを人間の本意とす。たま〳〵後の世にしらるゝものは唯和歌の人のみなりといへれ 、宗祇、宗長は連歌 名を残し、貞室、芭
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（三）
一五




 蕉門におゐては、芭蕉翁の道法を守り、其正風をつとむるによりて、 是を先師と称する事也。かるかゆへ 、 我家におゐては、 何々の流といはすして、 唯蕉門とのみ称する法なれは、 我 もから皆翁 弟子と心得て、万世ま も蕉門といふ事、自門の通称と定むへし。ある人の曰、 はせをと」 （
二オ）吾子とは同時の人にあらす。





は、年歴を隔つる事、既に三十八年也。 かれ も、其道を学ひ其法を守り、其風を たふゆへに、我師匠と尊むへきは此翁より外にはなし。いとおほけなき事なれとも、其古例を尋ぬるに 人麿公と貫之公は、年歴百六十年を隔つ 貫之公の書給へる古今の序に、先師柿本の大夫とあり。是、先師と書へきの」 （
二ウ）
證明也。されは、先師の誹諧は、万古不易の正風なれ 千載の後まても、此風義 習ふへき也。今 世上 誹諧も、多く 芭蕉の末なれと 其時〳〵の宗匠の流行変風に習 かゆへに 角、支考、野坡な いへる流々の名目おこりて 〽 やれ〽化鳥〽いやみ、とて世にさま〳〵のうき名あり 蕉門におゐていむ事の第一也。
〇
 蕉門の誹諧は、正風体也。正風といふは、其もと歌道の名目也されは、先師の誹諧は、貞徳前後 変風を れて、 」 （
三オ）ふたゝ
ひ歌道の誹諧をおこし給へり。ゆへに、 和歌の正風 の正 、
其もとひとつ也。世に正風の誹諧といふは、先師のはしめておこされたるやうに心得たる人あれとも、左にあらす。世 変風あらためて、古代の正風に立直し給へり。たとへは、頓阿法師出て和歌の変風をふたゝ 戻されしと同し事なり。ゆへに、芭蕉は、 正風誹諧の元祖にはあらす。仏家にいはゆる中興開山の類也。され 体といふは、歌道より出て、尤ふかき習ひある事也。今時世上の誹諧師、口に正風と」 （
三ウ）いへとも、正風にあらす。
実に正風の本意をしれる人は、稀なるへし 此ころも、美濃派の点者とも、自古を正風の誹人と名乗れとも、あるひは六部宿、あるひは千松嶋なとのたくひ、正風 そむきた 句多し。是等は実に正風をしらぬゆへ也。又、此ころ 人の心には、正風の句いふは、唯よく人の耳に通して、ひとへに安らか をいふと思へり。夫は地句といふ物 てこそあれ 正風体といふ物 はあらす。又、ある人の心得 は、物につ ろひなく 餝り く、唯ありのまゝなる」 （
四オ）事をいふ物と心得て、門人の花見に行時の
はなむけに、〽まつそ〳〵吉野の花に長居すな といふ句を送り。是、少もつくろひなく かさりなく ありのまゝなる所か、正風のむねな とて、
　
門人こそりてもてはやせり。然るに、あ
る人、是を難す。彼人 もし富士の雪見に行時ならは、〽まつそ〳〵富士の雪見て長居すな ともい ん 。又、上京の餞別 らは、〽まつそ〳〵都の花に長居す ともあるへし。かやうなるは、誠の正風とはいふへからす。先師の口伝に、法楽画賛の句法あり。定家 賛を西行にも」 （
四ウ）用ひ、西行の賛を定家にも用
























らす。其もと和歌の 体よ 出たれは 心は向上の 路に遊ひ
句作にしほりを用る事、即先師の口伝にして、是正風の眼目也。
〇
























 他門には、我俳諧を自慢する人多し。蕉門には、自慢する事かたくいましめ也。いつも己を未熟なりと心得 いさゝかも物知顔をせすして、卑下謙退の心第一也。此道 上手といふは、先師一人にて、此余は皆々 手未熟也。許六、支考 輩、大に我身を慢して、人もなけなる大言を吐捨たれとも、 」 （
九オ）発句を十句もてる
人なし。是、未熟にして、下手なるかゆへ也。先師はふかく是をつゝしみて、 座右に唇寒 の制誨あり。人の何事にても問奉れは、信切にいひさとされ 問はぬ弟子には 一言 此道の事仰られす。又、他門の句を難し給は 。一とせ 山路 菫の句 北村湖春か難したるを聞給ふ時も 唯いかにも はかりにて、更に何事も仰られすと也。
〇
 誹諧入学のはしめは、点取 と てなくさむ物なれとも 」 （
九ウ）
本意はなくさみ物にあらす。自己をいましむるか正道 能々をのれをいましめて、正風のむねを修 得たる人の句は、自然と世上に押うつりて、他をも諷諭するに至るへしと也 先師の句、すへて自己箴なれとも 是 受用する時は、世人すへての教誡になるかことし。
〇
 世間に、他流の俳人は、歌道をそ り、連歌をあな り、本を忘れて我意をたつる癖あり。先師の教は、左にあらす。此道、 と歌道より出たり。世に宗匠たらん 、 」 （
一〇オ
）和歌連歌をしらす
んはあるへからす。先師は、季吟師の門弟と て 和 も連歌知給へり。されはにや 杜律五言、山家集を、常にふところ給へりとそ。すへ いつれの道も、 其もとを忘 るを本意と
〇











 蕉門誹集七部の書 いつれも用ゆへしとい も ことに猿蓑二集のうちにて、不易の体をもて鏡とす。又 文章の本体は 先師の文体を学ふ也。許六、支考の文体は、ゆめ〳〵是を習ふへからす。
〇



































うつさんと るの外、他念なきゆへ、其角にもよらす 支考にもよらす、 り て無下に捨るにもあらす。取へきは り、すつへきはすつ。用捨は、学者の眼力によるへき也
〇
 和歌に 実名を ひ、誹諧には風流を好
ミ
て別号を用ゆる例也。
されは、和歌とおなしく 短冊に書し奉納法楽は、神明にさゝけ、高位の人にも奉る なれは 尤もおろ」 （
一三オ
）そかにすへからす。
又、名句を得ては其名千里に ゝき 後世にも残り、長く貴人の見聞にもふるゝ事なれは、 たゞの名よりもおもき時あ し。必、風名を汚すへからす。是、蕉門ひとつのつゝしみ也。
〇




 句は、杉原以上 書法也。中折、は 紙 とには、かたく書ましき也。神仏に奉るは勿論、 人に贈る とを麁紙にかくは無礼也。書法も正しく書へき也。又、 宮寺の柱なとに書つくる事 法外也。
〇




の間に書て出せは、向ふの人に脇を望む様にて無礼なれは、名は句よりも奥に書へし、と教へたる人あり 作法をしらぬ人の、自己の了簡にていふ事也。用ゆへからす。 いさつの発句あれは、脇はする物にきはまれる法也。若、 ゆへありて脇をすま き人其断を申述 にてすむ事也。此方より脇には及ひ侍らすと辞退の心にて名 奥に書侍ると は、あまり入外な 沙汰也 蕉門には用ゆへからす。
〇
 花紅葉なとに短冊つく 事、其時の時宜による也。みたりに」 （
一四ウ
） 
我は顔してつくる物にあらす。所望再三に及はゝ 是非 く求めにも応すへ 。短冊は、右のかたの下枝に、随分低 附る物也。
〇
 発句は、第一よく聞 るを本意とす。名人達人 句に至りては、たやすく聞へぬ句多し。是は、其句の聞へぬに あらす く聞へたる句なれとも、聞人未熟 して、たけ及ばざるゆへ、得聞あかす事なりかたき也。然るに、 初心の人、 己か耳 聞へざる句あしき句なりと難しそしれり。大 る僻事也。名人上手の句 至りては、己か耳に聞へさる句 、いかさまふ き」 （
一五オ
）ゆへあ
















閑居の時、千那法師の願によりて、附方十七ヶ條を書出し、是を以てしはらく大津の連衆を教へ給へり。しかれとも、後〳〵に至り、芭蕉か附方 是に限りたりと 諸人の迷ひ」 （
一六オ
）ならん事





等の名目出たり。又 此後 美濃の支考 方 八体 立て、門人を教へたる時も、〽其人附、〽其場附」 （
一六ウ
） 、其天相、其時









古式新式の差別あれとも、 先初学の稽古には古式 旨を習練 て其後新 相伝を受へき也。
〇




ゐては、其新風、さら〳〵望みなし。唯いつまて 不易の体を楽まんのみ、といへり。此詞、肝心也。又、先師迁化の後、今日庵素堂上洛して去来に対し 曰、蕉翁の誹風、今、天下にみち〳〵たれとも、漸又変すへき時至れり。吾子、志あらは 我も共に吟会して、一つの新風を興す し といへり。去来答て曰、先生詞、ふかくかたしけな 。今、幸に先生をうしろたてと 、二三の新風を興さは おそらくは一
トたひ天下の誹人をおとろか
さん。しかれとも 世波老波日々うちよせて、 」 （
一八オ
）今は風雅に


























































































尾にあるとのこと。これ より、大内氏は「付句十四体」を「宝永六年初選、正徳五年に再選」と推測されている。この大内氏の推測にしたがえば 本書 記された「正徳五未之冬 とは、原著の再選時の年記を写したものと考えら る。　
本書には、他に奥書などはなく、書写者も不明である。しかし、























































和歌は八雲八重垣より伝へ来、其言の葉の道より顕れぬれは、鬼神も感る正道なり。其位高き事、たとへは春は物見の輿おし出して衣冠の袖に芳野、初瀬の花をかさし、竜田の紅 、姨捨の月には、立傘の露けき光りもさすか、 此あきらか成る事、 誰か仰かさらむや。俳諧は俗中の俗なる物にして、しかも自由を尽すも なり。鳥 囀いさきよき日は居なから一念の神に詣、星の明にさへ渡る夜は」 （
一オ） 






































































































発句は理の感なる物也。四時の告来れるをものに逢ふて感する也。寐ぬ所に 門しめすといひ、 寐入ては手の動やむとのみいふは、 たゞ日用の理屈 て、風雅の見入感なし。理 無尽 妙にして つきる事あらんや。雲を種にとりて水に心を洗ひ 、其あら るゝ物の理なり。糸筋も感情を産出すもの」 （
五オ） 、今日の俳諧なり。たとへは
月花のやすらか成も、 三ヶ月は細く、 十五夜はまとか計 い んも、天地の理にして、作者はいつく か有へき。平生理屈をいゑ
（ママ）
る人を










































































風雅の命なれは、善も悪も皆其日のはいかひ也。綾金钄にやとりては、つかれたる痩すねをあたゝめ一枚 菰を つきては、目前の只ことをたのしむこそ、自由の場成へし。かくおもひ出れは、お つから句のひかりにや、と置たる所お ひ出にはあらで、苦鋪へつらひの五文字也。青麦くふて草枕と」 （
九ウ）はかりいはゝ、おもひ出は
おのつから句のひかりに有 し。又、蕣をあたなりと見付たりといふ心のねはり也。風雅の野器にて、道を知れる人 たまさかに 言出すへき言の葉にあらす 多くは慈鎮 西行の歌に 知るへし。見解なるは、有へからす。年のくれは世をのかれたる 共に天情の気につゝまれて、一夜のとしを重ぬる心遣ひにこそ 面白き風流」
一〇オ
） 






























温冷時節の情にして、花と咲、葉と落る 姿也。有情、非情、風声、水音も其感する処より歌 成り、発句となる、其感する処 花実濃薄の違ひあるへし。 」 （
一一ウ
）蕣の二ッ三ッと見入たる蕣の感也。








































































































































































































































































































































































































































み言似せたる偶中の作者をいましめたる物なれは あなかちに是非の論に及ふへからす。此十四体五品 、今の遊ひ所にして、自由転変の場也。句は落入へからす、理になつむ事なかれ。中古附句に、寄りと言、 」 （
二六ウ
）運ひと言、風情と言、移りと言事なと有。是等は、





























































































句作は、しめると、はしや となり。帋燭燈してといへるかたは、尋常の事にして、句に見へき力薄し。背中ひねりてと かむは、其場の俳諧有。或人、 先達に此事を問。答 曰、 句作はたくみを捨て、耳に立詞を求めす。唯 一下し」 （
三〇ウ
）にいへるを上品とす。たと













































































































































































































































































































































































































































































念館所蔵俳諧資料（二）―」 （ 『湘北紀要』三十五号、 平成
26年３月、
湘北短期大学） 、同「百蘿追善集『あきのせみ』―手錢記念館所蔵俳諧資料（三）―」 （ 『山陰研究』第七号、平成
26年
12月、島根大学
法文学部山陰研究センター） 、同「翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（二）―手錢記念館所蔵俳諧資料（四）―」 （ 『湘北紀要』三十六号、平成







ト 「山陰地域文学関係資料の公開に関するプロジェクト」 （二〇一三～二〇一五 度、代表 ・ 野本瑠美） 、国文学研究 館基幹 「近世における蔵書形成と 芸享受」 （代表・大高洋司） 、科学研究費補助金 （基盤研究 （Ｃ） ） 「 「人を結びつける 化」 としての俳諧 」 （研究課題番号
26370259 ） （代表・伊藤善隆）の研究成果の一部である。
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ふもとの塵』裏表紙
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（三）
三九
10． 『俳諧十五篇』表紙
11． 『俳諧十五篇』巻頭（遊紙ウ・一オ）
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12． 『俳諧十五篇』 （一八ウ・一九オ）
13． 『俳諧十五篇』巻末（四一ウ・四二オ）
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（三）
四一
14． 『俳諧十五篇』裏表紙
15． 『俳諧根本式』巻頭（一ウ・二オ）冠李の蔵書印と匡郭
